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６ ． 履 修 手 続

　 ⑴　 履修登録について  

　 　 　 学部から 示さ れる 履修課程表及び時間割， シラ バス等に基づいて ， 定めら れた期日までに履修し

よう と する授業科目を各自のパソ コ ンから 履修登録をし なければなら ない。

　 　 　 履修の手続きについては， その都度掲示するので， 掲示板に注意するこ と 。

　 ⑵　 教育学部専門教育科目の履修 

　 　 　 教育学部専門教育科目（ 教職免許科目） の履修については， その都度掲示する ので， 指定さ れた

期日までに手続き するこ と 。

　 ⑶　 集中講義 

　 　 　 集中講義の履修については， その都度掲示するので， 指定さ れた期日までに手続きするこ と 。

７ ． 大学院への進学

　 大学院の専攻及び講座の内容については， それぞれの年度に発表さ れる募集要項によるこ と 。

８ ． 諸資格および教育職員免許状の取得

　 ⑴　 危険物取扱者試験甲種受験資格： 危険物取扱者に は甲種， 乙種， 丙種があ り ， そ の中で 甲種は

消防法に定めら れている全ての危険物の取扱いが可能な資格である。 化学関連の授業科目を１ ５ 単位以

上修得し た場合に受験資格がある 。 試験は各都道府県で実施さ れている 。 岡山県の問い合わせ先は消防

試験研究センタ ー岡山県支部（ 086− 227− 1530） である 。 詳細については教務学生担当に問い合わせ

るこ と 。

　 ⑵　 食品衛生管理者・ 食品衛生監視員： こ の資格を 取得す る た めに は，「 農学部履修細則」（ １ ０ ～

１ １ ページ） 及び「 食品衛生資格取得コ ース履修科目表」（ ３ ９ ページ） をよく 承知し ておく こ と 。

　 　 ①　 食品衛生管理者と は， 当該の食品又は添加物の製造及び加工を衛生的に管理するための専門資格で

あり ， 当該の施設ごと に配置するこ と が義務づけら れている。

　 　 　 　 こ の資格は， 卒業後に衛生管理を必要と する施設等に就職し てから， 当該の都道府県に申請するこ

と により 取得できる。

　 　 ②　 食品衛生監視員と は， 国， 都道府県及び保健所を設置する市で， 食品衛生に関する監視， 指導等に

従事する職員（ 国家及び地方公務員） のこ と である。 詳細については国又は都道府県等の募集要項を

参照さ れたい。
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食品衛生資格取得コ ース履修科目表

○科目区分は以下のと おり

　 Ａ 群： 化学関係科目　 　 　 Ｂ 群： 生物化学関係科目

　 Ｃ 群： 微生物学関係科目　 Ｄ 群： 公衆衛生学関係科目

　 Ｅ 群： その他関連科目

○食品衛生資格取得コ ース科目の履修にあたっ ては，

　 Ａ ～Ｅ 群の中から それぞれ１ 科目以上を 履修し ，

　 かつ Ａ ～Ｄ 群の科目群 で合計 22 単位以上，

　 全体で 40 単位以上修得し なければなら ない。

区分 修得要件

A 群

・ それぞれの群から
　 １ 科目以上履修
・ 合計40単位以上修得

・ 合計22単位
　 以上修得

B 群

C 群

D 群

E 群

科　 　 目　 　 名 区分 単位数

分析化学1 Ａ 群 1

分析化学2 Ａ 群 1

有機化学1 Ａ 群 2

有機化学2 Ａ 群 2

有機化学3 Ａ 群 2

生物有機化学1 Ａ 群 1

生物有機化学2 Ａ 群 1

生理活性物質化学1 Ａ 群 1

生理活性物質化学2 Ａ 群 1

基礎分析化学実験 Ａ 群 2

農芸化学コ ース実験1 Ａ 群 2

農芸化学コ ース実験2 Ａ 群 2

農芸化学コ ース実験3 Ａ 群 2

農生命化学1 Ｂ 群 1

農生命化学2 Ｂ 群 1

生物化学1 Ｂ 群 2

栄養生化学1 Ｂ 群 1

栄養生化学2 Ｂ 群 1

生物化学2 Ｂ 群 2

畜産食品学1 Ｂ 群 1

畜産食品学2 Ｂ 群 1

生物化学3 Ｂ 群 2

食品化学1 Ｂ 群 1

食品化学2 Ｂ 群 1

食品生化学1 Ｂ 群 1

食品生化学2 Ｂ 群 1

細胞生化学1 Ｂ 群 1

細胞生化学2 Ｂ 群 1

基礎生物学実験 Ｂ 群 2

応用植物科学コ ース実験1 Ｂ 群 2

応用植物科学コ ース実験2 Ｂ 群 2

応用植物科学コ ース実験3 Ｂ 群 2

応用動物科学コ ース実験1 Ｂ 群 2

応用動物科学コ ース実験2 Ｂ 群 2

応用動物科学コ ース実験3 Ｂ 群 2

科　 　 目　 　 名 区分 単位数

基礎微生物学1 Ｃ 群 1

基礎微生物学2 Ｃ 群 1

応用微生物学1 Ｃ 群 2

応用微生物学2 Ｃ 群 2

動物応用微生物学 Ｃ 群 2

応用微生物学3 Ｃ 群 2

環境微生物学1 Ｃ 群 1

環境微生物学2 Ｃ 群 1

公衆衛生学1 Ｄ 群 1

公衆衛生学2 Ｄ 群 1

食品衛生学 Ｄ 群 1.5

農学概論1 Ｅ 群 1

農学概論2 Ｅ 群 1

農業生物学1 Ｅ 群 1

農業生物学2 Ｅ 群 1

農業資源学1 Ｅ 群 1

農業資源学2 Ｅ 群 1

農芸化学コ ース概論1 Ｅ 群 1

農芸化学コ ース概論2 Ｅ 群 1

応用植物科学コ ース概論1 Ｅ 群 1

応用植物科学コ ース概論2 Ｅ 群 1

応用動物科学コ ース概論1 Ｅ 群 1

応用動物科学コ ース概論2 Ｅ 群 1

環境生態学コ ース概論1 Ｅ 群 1

環境生態学コ ース概論2 Ｅ 群 1

基礎分子生物学1 Ｅ 群 1

基礎分子生物学2 Ｅ 群 1

植物遺伝学1 Ｅ 群 1

植物遺伝学2 Ｅ 群 1

植物生理学1 Ｅ 群 1

植物生理学2 Ｅ 群 1

植物病理学1 Ｅ 群 1

植物病理学2 Ｅ 群 1

農産物生理学1 Ｅ 群 1

農産物生理学2 Ｅ 群 1

動物生理学1 Ｅ 群 1

動物生理学2 Ｅ 群 1

動物生理学3 Ｅ 群 1

農業経営学1 Ｅ 群 1

農業経営学2 Ｅ 群 1

科　 　 目　 　 名 区分 単位数

地域環境管理学 Ｅ 群 1

生物多様性保全学 Ｅ 群 1

農産物利用学1 Ｅ 群 1

農産物利用学2 Ｅ 群 1

遺伝子工学1 Ｅ 群 1

遺伝子工学2 Ｅ 群 1

動物遺伝学 Ｅ 群 2

動物育種学1 Ｅ 群 1

動物育種学2 Ｅ 群 1

動物生殖生理学 Ｅ 群 2

動物栄養学 Ｅ 群 2

農産食品工学 Ｅ 群 1.5

酵素化学1 Ｅ 群 1

酵素化学2 Ｅ 群 1

植物細菌病学 Ｅ 群 1

植物免疫学 Ｅ 群 1

植物ウイ ルス学 Ｅ 群 1

動物生産管理学 Ｅ 群 2

食品栄養学1 Ｅ 群 1

食品栄養学2 Ｅ 群 1

農業経済学 Ｅ 群 1

資源管理学 Ｅ 群 1

農業政策論1 Ｅ 群 1

農業政策論2 Ｅ 群 1

家畜伝染病学（ 家畜疾病学） Ｅ 群 1.5



　 ⑶　 家畜人工授精師資格： こ の資格を 取得する ためには各都道府県が実施する 講習会で 所定の科目

を 修得する 必要がある 。 農学部で開講さ れている 科目のう ち ， 家畜人工授精師資格（ 免除科目一覧

表） に記載の科目についてはこ の講習会の受講及び修業試験に関わる代替科目と し て認定さ れている 。

従っ てこ れら の科目を 修得し ていれば本資格取得のための受講科目が一部免除さ れる 。 詳細について

は教務学生担当に問い合わせる こ と 。

　 　 家畜人工授精師資格（ 免除科目一覧表）

授業科目名 単位
受講及び修業試験免除に係る講習会の科目

免除さ れる科目 時間 区   分

応用動物科学コ ース概論１
応用動物科学コ ース概論２

1
1

畜産概論 4

一般科目
動物栄養学 2 家畜の栄養 3

動物生産管理学 2 家畜の飼養管理 3

動物育種学１
動物育種学２

1
1

家畜の育種 7

動物組織・ 形態学１
動物組織・ 形態学２

1
1

生殖器解剖 5

専門科目

動物生殖生理学
動物内分泌学１
動物内分泌学２
動物発生工学１

2
1
1
1

繁殖生理
精子生理
種付けの理論

13
７
４

動物発生工学１
動物発生工学２

1
1

体内受精卵移植概論 8

動物細胞科学１
動物細胞科学２

1
1

受精卵の生理及び形態 16

動物発生工学２ 1 体外受精卵移植概論 3

牧場実習 2 家畜の飼養管理 4

実　 習応用動物科学コ ース実験１
応用動物科学コ ース実験２

2
2

生殖器解剖 ４

　 　 ※括弧書き が付さ れた授業科目は， そのすべてを修得するこ と で， 該当科目が免除さ れる。
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　 ⑷　 実験動物一級技術者受験資格： こ の資格は実験動物の生産や動物実験に関する 知識・ 技術を 持つ

専門家を 認定する も ので，（ 公社） 日本実験動物協会が行っ ている。 農学部で 開講さ れている 科目

のう ち ， 実験動物一級技術者受験資格（ 科目名一覧表） に記載の科目を 受講し ， 所定の単位を 取得

する と 在学中（ ４ 年次） に受験資格を 得る こ と ができ る 。

　 　 問い合せ先は（ 公社） 日本実験動物協会（ TE L： 03− 5215− 2231， h ttp:/ / www.n ich id ok yo .or.jp/
inde x.h tm l） である 。 詳細については教務学生担当に問い合わせる こ と 。

　 　 実験動物一級技術者受験資格（ 科目名一覧表）

　 　 ⑴　 学科　 ※各項目で○印の科目を２ 単位以上修得するこ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 内　 容

　 　   授業科目

１ ． 総論 ２ ． 各論

動
物
実
験
と
社
会

解
剖
と
生
理

遺
伝
と
育
種

繁
殖

栄
養
と
飼
料

飼
育
と
衛
生

施
設
と
環
境

病
気
と
感
染

特
殊
実
験
法
と

検
査
法

遺
伝
子
操
作
と

凍
結
保
存

命
名
規
約
お
よ
び

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
・

ハ
ム
ス
タ
ー
類
、

ス
ナ
ネ
ズ
ミ
、
モ
ル

モ
ッ
ト
、
ウ
サ
ギ

実験動物科学１ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実験動物科学２ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動物遺伝学 2 ○ ○

動物生理学１ 1 ○ ○

動物生理学２ 1 ○ ○

動物細胞科学１ 1 ○

動物細胞科学２ 1 ○

動物組織・ 形態学１ 1 ○

動物組織・ 形態学２ 1 ○

動物生殖生理学 2 ○

動物内分泌学１ 1 ○

動物内分泌学２ 1 ○

動物栄養学 2 ○

動物生産管理学 2 ○

公衆衛生学１ 1 ○

公衆衛生学２ 1 ○

動物生理学３ 1 ○ ○

家畜伝染病学（ 家畜疾病学） 1 ○

動物発生工学１ 1 ○

動物発生工学２ 1 ○

⑵　 実地 実験  ※全科目︵ ︶ ８ 単位︵ ︶必修

授業科目名 内　 容

基礎生物学実験 ２ ・ 動物実験の基本およ び実験手技

・ 各動物の実験手技

・ 特殊実験と 検査法

・ 遺伝子操作と 凍結保存

・ 命名規約およ びモニタ リ ン グ

・ 実験動物の取り 扱い

応用動物科学コ ース実験１ 2

応用動物科学コ ース実験２ 2

応用動物科学コ ース実験３ 2
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